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津
つ

波
な み

の特
と く

徴
ちょう

 ②

今
きょう

日の学習で「わかったこと」「気づいたこと」「思ったこと」を書きましょう。
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災
害
に
つ
い
て
知
る

う途
と

中
ちゅう

，ヘリコプターから下を見ると，

あたりには家はなく，水につかったが

れきがあるだけでした。

　体育文化センターにはお父
とう

さんが来

ていて会ったときには泣いてしまいま

した。お父さんの車でテレビを見たと

き，初めてこの震災の現
げん

状
じょう

を目
ま

の当
あ

た

りにしました。

　その二日後から，坂
さかもと

元中学校でのひ

なん生活が始まりました。

　あの東日本大震災から五か月。今，

ぼくは仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

に家族といっしょに暮
く

らしています。

　ぼくは，あの日，中
なかはま

浜小学校で社会

の授
じゅ

業
ぎょう

の最中でした。

　とつぜん，今まで体験したことのない

地
じ

震
しん

が起こりました。たなやテレビも

たおれそうなくらい動いている中，先

生の指
し じ

示に従
したが

って机
つくえ

の下に入りました。

　地震がおさまってから先生がテレビ

をつけると，宮
みや

城
ぎ

県
けん

，岩
いわ

手
て

県，福
ふくしま

島県

の沿
えんがん

岸部
ぶ

に初めて聞く大
おお

津
つ

波
なみ

警
けいほう

報が発

令されていました。

　ぼくたちは，すぐに屋上に上がりま

した。空は，さっきまで晴れていたの

に急にくもり，雨が降
ふ

ってきて，まる

で空が泣いているようでした。

　津波が来る前はみんな笑っていまし

たが，第二波が来たしゅん間，表
ひょうじょう

情が

変わりました。みんなは，屋上にある

倉庫に入りました。下の学年の中には，

泣いている子もいました。入ってすぐ

に校長先生が，

「ぶつかるぞう。」

　初めは水も電気もない不便な生活で，

とてもつかれました。でも，ほかの県

からの救
きゅう

援
えん

物
ぶっ

資
し

のおかげで，元の生活

に近い生活ができるようになりました。

　今は，仮設住宅で家族といっしょに

楽しく暮らしています。近くにはたく

さんの友
ともだち

達もいます。まだ落ち着かな

いところもいろいろあって不安ですが，

みんなで助け合いながらがんばってい

きたいです。

と言うと，同時に，すごい音を立てて

津波が校
こうしゃ

舎にぶつかりました。

　しばらくして倉庫から出て外を見た

ら，学校の周りはすっかり変わってし

まっていました。緑豊
ゆた

かな中浜の美し

さは跡
あとかた

形もなくなり，今起きているこ

とが本当だとは思いたくないぐらいで

した。

　その日は，学校の屋上で一
ひとばん

晩過
す

ごす

ことになりました。もうすぐ春だとは

思えないくらい寒い夜でした。空には，

今まで見たことのないような数の星が

かがやいていて，津波なんかなかった

かのようでした。

　次の日の朝６時ごろ，自
じ

衛
えい

隊
たい

のヘリ

コプターがすごいスピードで飛んでい

るのが見えました。手をふると，その

中の一機がぼくたちのことを見つけて，

水の引いた校庭に下りてきてくれまし

た。ぼくたちは，そのヘリコプターで

別の場所にひなんすることができまし

た。校庭に出たときも何回か波が来て

いるのが見えました。

　ひなん先の体育文化センターに向か

●東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だいしんさい

震災

（作文宮城６０号　特別編『あの日の子どもたち』より）
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